



A Scanning Microscopical Observation of the 
Cryopreserved Spermatozoa of the  Swellfishes
宮 木 廉 夫,*ｹ道 津 喜 衛
Kadoo MIYAKI and Yoshie  DOTSU
 Spermatozoa of five species of tetraodontid fishes of Japanese seas, consisting 
of two Lagocephalus species, two  Takifugu species and an artificial inter-specific 
cross of  Takifugu, were observed by a scannig electron microscope. 
 The spermatozoa observed in this study had been cryopreserved in liquid ni-
trogen for 177 to 299 days before the observations. 
 The head of a spermatozoon of Shirosabafugu, Lagocephalus wheeleri is nearly 
glove, measuring 1.42 µm in length and  1.12  µm in width and that of Kurosabafugu, 
L. gloveri is oval,  1.51  µm and 0.95 µm, respectively. 
 Those of Kusafugu,  Takifugu niphobles, Torafugu, T. rubripes and the artificial 
cross between female T. niphobles and male T. rubripes are all ellipsoid measuring 
as  1.77  —1.93 µm in length and  0.75  —  0.82 µm in width. The tail length of the 
spermatozoon of L. wheeleri is about 15 times the head length (1.42 µm) and that of 
T. rubripes is about 12 times the head length  (1.93  µm). 
 The morphometric difference of the head of the spermatozoon between 
Lagocephalus and Takifugu partly explains the difficulty in artificial intergeneric 
cross reported. 
 The similarity of the spermatozoon heads among  Takifugu species partly inter-
prets the ease in artificial interspecific crosses in the genus and common occur-
rence of  swellfishes which are supposed as interspecific crosses in nature, in the 
East China Sea and its adjacent seas.
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こ とを多部 田ｹ),増 田 ほか*ｲ,道 津ｲ)が 報 告 してい
る。 これ は海 産魚 で は稀 な現 象 とい える。
藤 田ｳ)は フグ科 魚類3属7種 を用 いて属 問お よ び
*1長 崎市松 ヶ枝町7-29長 崎県長崎水産業改良普及所。
*2増 田育司,高 橋康弘リ道津喜衛,宮 木廉夫リ多部 田修,松 浦啓一(1986):ト ラフグ属の自然交雑種につ い


















































































































































































































　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　ishes
Shirosabafugu，　Lagocephalus　wheeleri．
Kurosabafugu，　L．　gloveri．
Kusafugu　：　Takifugu　niphobles．
Torafugu，　T．　rubripes．
Artifical　cross　between　female　Kusafugu，　T．　niphobles　and　male　Torafugu，
T．　rubripes．
Each　white　bar　shows　2　＃m．
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Fig．　2．　Diagrammatic　figures　of　spermatozoa　of　the
　　　　　　tron　micrographs
　　　　　　A　：　Shirosabafugu，　Lagocephalus　wheeleri．
　　　　　　B　：　Torafugu，　Takifugu　rubripes．
　　　　　　The　scale　shows　2　Am．
swellfishes　based　on　the　scanning　elec一
長崎大学水産学部研究報告　第62号（1987） 21
　前記の走査電顕観察試料作製のための処置によっ
て，精子頭部の形態は目立った変化はとげなかった
と思われたが，ほとんどの精子で尾部が欠損してい
た。尾部がほぼ完全に残っていると思われたわずか
な個体をもとに，シロサバフグとトラフグの精子の
全形を模式的にFig．2に示した。これによると，両
種ともに頭部と比べて尾部が著しく長く，シロサバ
フグでは尾部長は頭部長（1．42μm）の約15倍，ト
ラフグでは頭部長（1．93μm）の約12倍であった。
このような形態の差異は海水中に放出された精子の
運動に微妙な差を生ずると考えられる。
　本研究における精子形態の観察は，走査型電顕に
よる外部形態の観察にとどまった。今後は，透過型
電顕を用いた内部形態の観察によるフグ類各種の精
子の比較研究が望まれる。また，凍結精子を用いた
走査電顕観察用試料作製の処置中における精子頭部
の変形および尾部の欠損を防ぐ方法の開発が必要で
ある。
謝 辞
　走査電顕観察用の試料の作製について懇切なるご
指導をいただいた本学部の吉越一馬助教授および松
尾玲子教官に深謝する。
文 献
1）　多部田　修（1985）　自然交雑種，昭和59年
　度農林水産業特別試験研究費補助金による研究
　報告，東海とその隣接海域におけるフグ類の分
　類学的研究，50－51頁。
2）　道津喜衛（1986）：昭和61年度科学研究費補
　助金（一般C）研究成果報告書，フグ類の交配
　　および交配種の育成による天然雑種の検索と有
　用交配種の検索，1－15頁。
3）　藤田矢郎（1967）：フグ科魚類数種の種間お
　　よび属問交雑（予報），ミチューリン生物学研究，
　　3（1），　5－110
4）　宮木廉夫，道津喜衛，松清恵一（1984）：海
　　産魚類の凍結保存精子を用いた交配と交配種の
　　養殖に関する研究，長崎先端技術開発協議会昭
　和58年度助成分先端技術研究成果報告書，25－
　　38頁。
5）　道津喜衛，宮木廉夫，松清恵一（1985）：ト
　　ラフグ属の種問人為交雑種の飼育・形態・生
　　態，昭和59年度農林水産業特別試験研究費補助
　　金による研究報告書，東海とその隣接海域にお
　　けるフグ類の分類学的研究，39－44頁。
6）　入谷　明（1973）：精液の性状とその検査，
　　新家畜繁殖講座，ll，51－80頁，東京，朝倉書
　　店。
7）　松尾玲子，吉越一馬（1983）：走査電子顕微
　　鏡観察によるカンザシゴカイ類恥dγo漉s属3
　　種の精子の形態，付着生物研究，4（2），23－25。
8）　田中彌太郎（1954）：マガキ及びスミノエガ
　　キの精子について，貝類学雑誌，18（1），30－34。
